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雌阿寒岳の地形・地質と噴火史
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WADA Keiji and SATO Eiichi
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ABSTRACT

Me-akandake is an active stratovolcano which grew on the southwestern edge of Akan 
caldera and consists of six small volcanic bodies. Small phreatic explosions occurred in 1988, 
1996, 1998, 2006, and 2008 in the Pon-machineshiri crater. The eruption history of the Me-
akan volcano can be divided into four periods of activity (stagesⅠto Ⅳ). In stage I, the 
1042m peak, Minamidake, Higashidake, and Nakamachineshiri (constituting the central 
volcanic edifice) formed. Stage Ⅱ (14000 - 6300 years ago) can be divided into three Naka-
machineshiri pyroclastic eruption periods 1 to 3. The largest pyroclastic eruptions of 
continuously repeated pyroclastic flows and plinian scoria-pumice falls occurred 14000 years 
ago, forming the Naka-machineshiri crater (1.1km in diameter). In Stage Ⅲ, approximately 
6500 - 2400 years ago, Nishiyama monogenetic volcano, consisting of basaltic lavas and scoria 
fallout, formed. Subsequently, the Pon-machineshiri volcanic edifice was formed by many 
andesitic lavas, and finally the Kitayama lava was effused. Stage Ⅳ is divided into the Akanfuji 
formation period (2100 - 1100 years ago), consisting of basaltic lavas and 17 scoria fallouts, 
and the subsequent Pon-machineshiri crater formation period (900 years ago to the present).

1．はじめに

　釧路市の北方約50kmにある雌阿寒岳は，阿寒カルデラ（長谷川・中川，2007）の南西縁に成長した活火
山である（横山ほか，1976）。阿寒カルデラ形成後にできた4つの後カルデラ火山（フレベツ岳・フップシ岳・
雄阿寒岳・雌阿寒岳）の中で雌阿寒岳は最も新しい（勝井，1951；佐藤，1965）。
　雌阿寒岳の形成史は勝井（1951），横山ほか（1976），和田（1989b，1991，1998），勝井（1994）によっ
て概要が明らかにされた。最近，佐藤ほか（2020），南ほか（2021），Sato et al.（2022）はトレンチ調査お
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よび14Ｃ年代データに基づいて中マチネシリ火砕噴火や阿寒富士，最近1000年間のポンマチネシリの活動に
ついて新たな噴火史を示した。しかしながら，雌阿寒岳の地質形成史及び個々の火山体の詳細な噴火史につ
いては十分に解明されたとは言えない。
　本研究では，研究室で行なってきたこれまでの調査・研究をまとめて雌阿寒岳の地質と噴火史を概観し，
その中で新たな知見として，中マチネシリ火山体の形成，雌阿寒岳で最も大規模な噴火が起こった中マチネ
シリ火砕噴火の詳細な噴火推移を中心に報告する。

2．雌阿寒岳の地形と近年の噴火

　雌阿寒岳は，山頂部を形成するポンマチネシリ（標高1499m）など6個の小さな火山体（阿寒富士，ポン
マチネシリ，中マチネシリ，東岳，南岳，1042m峰）から構成される（図1，図2）。北東側にはやや開析
された1042m峰の火山体があり，フレベツ岳と接している。南側には南岳（1238m）の火山体があり，山体
南側は崖錐堆積物で覆われた緩やかな斜面を成す。雌阿寒岳山頂の南には黒々した山肌を見せる円錐形の阿
寒富士（1475m）がある（図2）。西山麓には阿寒富士の溶岩でせき止められてできたオンネトー湖が見ら
れる。
　中マチネシリ火山体の山頂部には直径1.1×0.9kmの中マチネシリ火口（図3）があり，この中央部にはさ

図1．雌阿寒岳周辺の火山地形図．

埼玉大・谷謙二研究室の等高線メーカーを使用して作成した。観察地点（No. 1 ～18）の位置を示す。点線は
火山体の配列方向を示す。
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らに径0.4kmと0.3kmの2つの
火口が認められる。火口中央で
は常時噴気が上がっている。中
マチネシリ火口の南西側は火口
壁が壊れて開いている（図3）。
剣ヶ峰（1328m）は中マチネシ
リ火口の外輪山を作る。中マチ
ネシリ火山体は，中マチネシリ
火砕堆積物やポンマチネシリ火
山体噴出物，阿寒富士火山体噴
出物に広く覆われているが，中
マチネシリ火口形成前には溶岩
の分布面積が約15km2に及び，
雌阿寒岳では最も大きな火山体
を構成していた。立体地形図で
見ると，中マチネシリ火口南東
端から南に下る尾根状の地形が
明瞭である（図1）。東に急斜
面を成すこの地形は山体崩壊に
よってできた馬蹄形火口跡の東
壁が残存したものだと推測され
る。阿寒富士の南麓には山体崩
壊による流れ山に類似した小丘
群が基盤の地層斜面に乗り上げ
ているのが認識できる（図1）。
　中マチネシリ火口の南西方に
成長したポンマチネシリは，北
西の西山と北山（1415m）を含
む火山体で，主に西側と南西側
に多数の溶岩を噴出した。また
中マチネシリ火口内にも溶岩が流下した。北西に流下した北山溶岩は溶岩堤防や溶岩じわ・末端崖の表面地
形が明瞭である。雌阿寒岳山頂には噴気をあげるポンマチネシリ火口（長径730m）（図3）があり，南東側
の旧火口（径450×260m）と北西側の赤沼火口（径470×460m）に分かれ，旧火口南壁と赤沼火口南西壁で
常時噴気が上がっている。
　雌阿寒岳では，記録に残る初めての噴火は1955〜66年に旧火口南壁および中マチネシリ火口の中央で断続
的に起こった小噴火であった（横山ほか，1976）。最近では1988年（笠原，1988），1996年（岡田ほか，
1997；廣瀬ほか，2007a；佐々木ほか，2006），1998年（廣瀬ほか，2007a），2006年（廣瀬ほか，2007b），
2008年（石丸ほか，2009）にポンマチネシリ火口で小規模な水蒸気爆発が起こった。雌阿寒岳は過去1000年
間，水蒸気爆発やマグマ水蒸気爆発が何度も起こったもののマグマ噴出量は非常に乏しい時期にあたる（和
田ほか，1997）。

図2．南方上空から見た雌阿寒岳全景．

図3．ポンマチネシリ火口と中マチネシリ火口．
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3．雌阿寒岳の地質と噴火史

　雌阿寒岳の活動開始年代は不明であるが，雌阿寒岳に先行したフレベツ岳とフップシ岳の岩石のK-Ar年
代（0.17Ma，0.11Ma，0.07Ma；NEDO，1992）から考えると，10万年〜5万年前の時期に1042m峰や南岳
が活動を開始した可能性が高い。雌阿寒岳の噴火史は4つの活動時期（ステージⅠからⅣ；和田1991，
2010）に区分される（表1，図4）。噴出した溶岩や火砕堆積物は玄武岩から流紋岩に及ぶ多様な化学組成
を示す（SiO2＝50.0-70.4wt.％；和田ほか，1998）。
　ステージⅠでは1042m峰と南岳，その後東岳と中マチネシリの4つの火山体が形成された（横山ほか，
1976）。ステージⅡは14000年〜12000年前の中マチネシリ火砕噴火期1（NaK-1），約10000年前の中マチネ
シリ火砕噴火期2（NaK-2），約7400年〜6300年前の中マチネシリ火砕噴火期3（NaK-3）に分けられる（表
1）。本稿では14000年前以降の年代表記は14Ｃ年代データによる暦年代とする。ステージⅡの終わりとステー
ジⅢの始まりの年代境界ははっきりと決められない。ステージⅢではポンマチネシリ火山体が形成され，西
山溶岩・火砕物，ポンマチネシリ溶岩・火砕物，北山溶岩が活動した（約6500〜2400年前）。ステージⅣは，
阿寒富士火山体が形成され（約2100〜1100年前），その後ポンマチネシリ山頂火口での新期噴火期（約900年
前〜現在）に移行する（表1）。

図4．雌阿寒岳の火山地質図．

国土地理院の陰影起伏図をベースにして地質図を作成した。凡例の詳細は層序表（表1）に示す。
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3−1�．ステージⅠ（中マチネシリ火山体を主と

した4つの火山体の形成）

　1042m峰と南岳の2つの火山体は浸食が進んで
おり，雌阿寒岳で初期に形成された（横山ほか，
1976）。これらの火山体はフレベツ岳火山群と比べ
て浸食の程度に大きな差はない（図1）。1042m峰
は複数の安山岩溶岩から構成される。南西側斜面
は地熱地帯になっている。南岳火山体は主に玄武
岩質安山岩の溶岩からなるが，山頂部東のドーム
状部分は安山岩質溶岩である。南岳の山頂部には
小規模な山体崩壊によってできた径300〜400mの
南南東に開いた火口壁がある（図1，図4）。南麓
の急崖は基盤の古第三紀層であるが（佐藤，1965），
緩斜面には山麓扇状地が広がり，中マチネシリ火
砕堆積物や阿寒富士降下スコリア層にも広く覆わ
れている。東岳は1042m峰の南に成長した比高350m
の小型火山体で，山頂部には北東に開いた最大径
400mの火口がある（図1，図4）。表面地形の明瞭
な安山岩質溶岩が北東と南南東に流出したことが
認められる。フレベツ岳火山群の西方に形成され
た1042m峰，南岳，東岳の3つの火山体は，北東
-南西の直線上に配列している（図1，図2，図4）。
　中マチネシリ火山体の山頂部は，ステージⅡの
火砕噴火でできた中マチネシリ火口があり，その
時の火砕堆積物に広く覆われている（図3，図4，
図５a）。剣ヶ峰や瘤

こぶ

山などの安山岩溶岩が外輪山
を構成する（図５a）。北麓も火砕堆積物に広く覆

図5�．ステージＩの地質露頭
写真．

（a）中マチネシリ火砕堆積
物1（Nak-1）に覆われた中
マチネシリ火山体（ステージ
Ｉ）の溶岩，（b）流理構造の
発達した中マチネシリ溶岩
（デイサイト）（地点1），（c）
中マチネシリ山体崩壊壁東斜
面に露出する中マチネシリ溶
岩（安山岩）（地点2），（d）
ステージⅢの西山溶岩に覆わ
れる中マチネシリ溶岩（地点
3）

地質
年代

火山体・
火口形成期

噴出物名称 その他

最新期爆発噴出物・降下火山灰
（Pon-TN；AD1640〜現在）

1955-1966, 1988-89, 1996,

1998, 2006, 2008噴火

（水蒸気爆発）
（Pon-4; 等層厚線；南ほか，

2021）

赤沼火口爆発噴出物・火山灰・泥流
堆積物
（AD1500）（Pon-TU）

（Pon-3; 等層厚線；南ほか，

2021）

旧火口爆発噴出物・火山灰・火砕流
堆積物・泥流堆積物（Pon-TU）
（AD1250-1300），火山灰（Pon-TL；
900〜700年前）

（Pon-2; 等層厚線；南ほか，
2021）

ポンマチネシリ降下スコリア堆積物
（Pon-S）
（900年前，AD1050）

（Pon-1; 等層厚線；南ほか，

2021）
/玄武岩質安山岩

降下スコリア（Akf1〜17，等層厚線；
佐藤・和田，2017）（Akf-2,3；1480年
前）

カンラン石玄武岩，
直方輝石玄武岩

コイポクショコツ溶岩（1700年前） 直方輝石玄武岩

北山溶岩 安山岩

西山溶岩・火砕堆積物 カンラン石玄武岩

中マチネシリ火砕噴火期３（Nak-3）
　（中マチネシリ火口南西）
（7400〜6300年前）

茂足寄川火砕流，

火砕サージ堆積物

火砕サージ・降下火山灰
（佐藤ほか，2020）

中マチネシリ外輪山崩壊/
南崩壊壁形成（10000年前？）

岩なだれ堆積物

上部火砕流堆積物・火砕物
（14000〜12000年前）

中部火砕流堆積物，降下

軽石スコリア堆積物・火砕物

（14000年前）

下部火砕流堆積物・火砕物
（14000年前）

東 岳
（50000年？〜
20000年前？）

溶岩・火砕物 安山岩

南 岳
（50000年前？？）

溶岩・火砕物，山体崩壊物
玄武岩質安山岩，安山岩

1042m峰
（50000年前？？）

溶岩 安山岩

火山
（ステージ）

溶岩フレベツ岳，白湯山，830m峰

フップシ岳，白藤（側火山）
溶岩・降下スコリア，

火山麓扇状地

フレベツ岳

フップシ岳

螺湾火砕流堆積物

第
四
紀
 
後
期
更
新
世

中マチネシリ火砕噴火期１（Nak-1）
(中マチネシリ火口)
（14000〜12000年前）

 I

中マチネシリ
（（50000年？〜
15000年前？）

北麓溶岩・ウグイ川溶岩・南麓溶
岩・外輪山溶岩（剣ヶ峰・瘤山・東
部・北西部）

安山岩

カンラン石玄武岩

 

III
ポンマチネシリ
（6500〜2400年前）

ポンマチネシリ溶岩・湯の滝溶岩・
火砕堆積物（Pon-A，Pon-M）

安山岩

第
四
紀
 
完
新
世

雌
阿
寒
岳

 IV

ポンマチネシリ
火口

新期噴火期

（900年前〜現在）

阿寒富士
（2100〜1100年前）

本体溶岩・螺湾溶岩・コイカタショロ
溶岩1，2

 II

中マチネシリ
火口

火砕噴火期

（14000〜6300年
前）

中マチネシリ火砕噴火期２（Nak-2）
（中マチネシリ火口南崩壊壁内）
（10000〜9000年前）

表1．雌阿寒岳の噴火史層序表
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われているが，溶岩先端部の末端崖地形
が残っている北麓溶岩（新称）とウグイ川
溶岩（新称）が分布する（図1・図4）。
東斜面には，中マチネシリ火砕堆積物，
阿寒富士降下スコリア・ポンマチネシリ
火砕物に覆われた流理構造の発達したデ
イサイト溶岩（図５b）や安山岩溶岩（図
５c，図９a）が露出する。西麓には西山
溶岩に被覆された安山岩溶岩が見られる

（図５d）。南麓では阿寒富士の溶岩や降
下スコリア堆積物に大半が覆われている
が，溶岩先端の末端崖が一部地形的に認
められる（南麓溶岩，新称，図1・図4）。
　ステージⅠの時期に形成された中マチ
ネシリ火山体は，中マチネシリ火砕堆積
物や阿寒富士の噴出物に被覆されている
が，溶岩の分布を推定して溶岩の噴出体
積を見積もると約0.46km3となり，雌阿
寒岳では比較的大きな成層火山体を作っ
ていたと考えられる。

3−2．ステージⅡ（中マチネシリ火口の火砕噴火の層序と噴火推移）

　主に火砕物の被覆関係と14Ｃ年代デー
タに基づいて，約14000年前以降の噴火
史層序（模式柱状図）を編んだ（図6）。
表2に中マチネシリ火砕噴火期の14Ｃ年
代データを示す。中マチネシリ火山体山
頂部で約14000年前に爆発的な噴火が開
始されて以降，雌阿寒岳では火砕噴火が
優勢の時期が約8000年間断続的に続い

図6�．14000年前以降の火砕物の総合模式柱状図と
溶岩の層準位置図

番号 試料No. 14C年代
暦年

14C年代

平均値
試料 　試料採取地点

測定

業者
文献 層準

1 MA38-11   5480±  50 y.BP   6284 cal.y.BP 腐植土 茂足寄川左岸 Beta 2 5

2 MA38-6   5540±  60 y.BP   6342 cal.y.BP 炭化木片 茂足寄川左岸 Beta 2 5
3 BU-250   5860±100 y.BP   6672 cal.y.BP 腐植土 阿寒湖畔ボーリングBU-2 Beta 2 5
4 MA-930916L   5860±110 y.BP   6672 cal.y.BP 炭化木片 茂足寄川上流国道沿い Gak 2 6
5 M107-17   6060±  60 y.BP   6924 cal.y.BP 炭化木片 茂足寄川左岸 Beta 2 6
6 MA38-2   6490±  60 y.BP   7399 cal.y.BP 炭化木片 茂足寄川左岸 Beta 2 6
7 MA38-1-2   6510±  50 y.BP   7414 cal.y.BP 腐植土 茂足寄川左岸 Beta 2 6
8 M113001-3   6550±  90 y.BP   7450 cal.y.BP 腐植土 茂足寄川上流国道沿い Gak 2 5
9 MA930916U   6600±120 y.BP   7495 cal.y.BP 炭化木片 茂足寄川上流国道沿い Gak 2 6
10 Me-94604   8470±180 y.BP   9484 cal.y.BP 炭化木 雌阿寒温泉西方 Gak 2 4
11 R950901-3-1   9280±120 y.BP 10471 cal.y.BP 炭化木 螺湾川林道 Gak 2 3
12 R950901-4   9560±140 y.BP 10892 cal.y.BP 炭化木 螺湾川林道 Gak 2 3
13 0992901-C   9940±  50 y.BP 11328 cal.y.BP 炭化木片 雌阿寒川作業道 IAA 1 2
14 0991901-E 11250±  50 y.BP 13156 cal.y.BP 炭化木片 ピリカネップ白水川支線林道 IAA 1 1
15 M107-4 11400±  60 y.BP 13235 cal.y.BP 腐植土 茂足寄川左露頭 Beta 2 1
16 92908B 11850±160 y.BP 13673 cal.y.BP 炭化木 ピリカネップ白水川林道 Gak 2 1
17 91812-L 12080±220 y.BP 13938 cal.y.BP 炭化木 ピリカネップ白水川林道 Gak 2 1

18 S960528U 12210±  70 y.BP 14105 cal.y.BP 腐植土 白水川林道 Beta 2 1
19 BR-15900 12210±  70 y.BP 14105 cal.y.BP 腐植土 螺湾川ボーリングBR-1 Beta 2 1
20 TM-4-3 12220±  90 y.BP 14119 cal.y.BP 炭化木片 茂足寄川トレンチ Beta 2 1
21 201171801X 12250±  50 y.BP 14227 cal.y.BP 炭化木 ピリカネップ白水川支線林道 IAA 1 1
22 S960528L 12300±  50 y.BP 14235 cal.y.BP 腐植土 白水川林道 Beta 2 1
23 HA-930911 12300±210 y.BP 14235 cal.y.BP 炭化木 ホルンアショロ川林道 Gak 2 1
24 SM-96906-C 12310±  70 y.BP 14258 cal.y.BP 炭化木 白水川右岸 Beta 2 1
25 201171602X 12420±  50 y.BP 14550 cal.y.BP 炭化木 白水川 IAA 1 1
26 試料2 13520±240 y.BP 16281 cal.y.BP 炭化木片 ウグイ川林道 Gak 3 1

表2．中マチネシリ火砕噴火期1〜3の14Ｃデータ

暦年14Ｃ年代はIntel13による 2σ範囲の平
均値を示す。文献2～3による測定データ
は較正年代早見表に基づいた。測定業者；
IAA： 加 速 器 分 析 研 究 所，Beta：Beta 
Analytic，Gak：学習院大学理学部年代測
定室。文献；1：本研究，2：砂防・地す
べり研究センター（1997），3：横山ほか

（1976）。層準；1：中マチネシリ1（Nak-1）
火砕流堆積物，2：中マチネシリ1（Nak-1）
火砕サージ？，3：中マチネシリ2（Nak-2）
火砕流堆積物，4：中マチネシリ2（Nak-2）
火砕物，5：中マチネシリ3（Nak-3）火
砕 サ ー ジ 堆 積 物， 6： 中 マ チ ネ シ リ 3
（Nak-3）火砕流堆積物
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た。ステージⅡの火砕噴火の噴出中心は約14000年前に規模の大きな一連の火砕噴火でできた中マチネシリ
火口である（和田，1989b）。

3−2−1．中マチネシリ火砕噴火期1（Nak-1，14000年前〜12000年前）

　中マチネシリ火砕噴火期1（Nak-1）は火砕噴火が何回も繰り返し起こった時期で，東〜南東麓のピリカ
ネップ白水川に流下した一連の火砕堆積物の層序を基に，Nak-1は3つの噴火期（初期（E），主要期（M），
後期（L））に分けることができる。図7に総合模式柱状図，図8，9に被覆関係がわかる露頭写真を示す。
　初期（Nak-1-E）は，ピリカネップ白水川支線林道の露頭において4枚の火砕流堆積物，火砕サージ，降
下火山灰が成層しており，軽石に富む火砕流噴火が先行したことを示す（図7，図８a）。上位の成層した火
砕サージ・降下火山灰層（E5，E6）では短い時間間隙を示す堆積構造が層間に認められる。その上位には
軽石に富む火砕流堆積物（E7）が載って，これらの上位に連続して主要期（Nak-1-M）の火砕堆積物が覆
う（図８a，b）。
　Nak-1-Mでは，ピリカネップ白水川林道（地点5，6，7；図1）において，連続した火砕堆積物を観
察できる良好な露頭が見られる。最下部は，スコリア（40〜20％）と軽石（5〜40％）を含む石質岩片に富
んだ8枚の火砕流堆積物（M 1 〜 M 8 ）が連続して重なる（図7，図８b）。それぞれの火砕流堆積物では
岩片が濃集する層と基質に富む層がセットになっている。石質岩片は玄武岩質安山岩〜安山岩の本質岩片
（火山弾及びアグルチネート破片を含む），安山岩質の類質岩片，変質岩片からなり，下位層（70〜50％）
から上位層（50〜30％）に向かって割合が減少する。スコリア破片は均等に含まれるが，軽石破片（5％，
下位層）は上位層では最大40〜20％含まれるようになる。M 9 はスコリア（45％），軽石（30％），石質岩片
（25％）が含まれる火砕流堆積物である（図８c）。その上位に降下軽石スコリア（M10，スコリア＝60％，
軽石＝40％；和田ほか，1988）が時間間隙なく堆積した（図7，図８c）。M10の下半部はM 9 火砕流の熱と
ガスで高温酸化している。プリニー式噴火によるＭ10は東南東の分布軸をもち，噴出体積は約１km3と推定
されている（和田ほか，1988）。噴出源近傍であった中マチネシリ火口南の地点8（図1）では最も層厚が
大きい（20m以上）（図
９a，b）。 こ のM10を，
やや溶結した火砕流堆積
物（M11， ス コ リ ア ＝
60％，軽石＝20％，石質
岩片＝20％）が直接覆い
（図８c，d），その上に
また降下軽石スコリア層
（M12）が重なる（図7，
図８c，e）。Ｍ12の上位
には9枚の火砕サージ・
火山灰層（M13）が重な
る（図８c）。M13の層間
には酸化や波打つ堆積境
界を示す短い時間間隙が
認められ，主要期の連続
した噴火ユニットからこ 図7．中マチネシリ火砕噴火期1（Nak-1）の総合模式柱状図と噴火推移過程
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こで後期の火砕噴火期に移行する（図7，図
８e）。
　後期（Nak-1-L）では堆積の時間間隙を示
す風化や浸食面のある火山灰層・二次堆積物
を挟みながら，火砕流堆積物が6層（L 2 ，
L 4 ，L 5 ，L 6 ，L 8 ，L12）認められる（図
7）。このうち，L 2 火砕流堆積物（スコリア
＝45％，軽石＝55％）は軽石に富み，L12火
砕流堆積物（スコリア＝95％，軽石＝5％）
はスコリアに非常に富む。
　雌阿寒川作業道の地点9（図1）で観察され
た一連の火砕物で最上位の火砕サージ層は，
Nak-1かNak-2かの対比が難しいが，14Ｃ年
代は約11000年前を示す（表2，No.13）。こ
のため，Nak-1の後期は1000年〜2000年の年
代幅を示すと考えて約12000年前まで断続的に火砕噴火が起こっていたと推測した（図7）。

3−2−2．中マチネシリ火砕噴火期1の噴火推移の特徴

　初期噴火ステージ（Nak-
1-E）では，軽石に富む火
砕流噴火が先行し，溶岩

（潜在溶岩の可能性もある）
が噴出したと考えられる。
そして休止期（数年〜数十
年？）を経て，主要期（Nak-
1-M）の短時日（数ヶ月〜
数年？）に起こった連続的
な火砕噴火（M 1 〜Ｍ13）
に移行した（図7）。M 1
からM 8 を堆積させた噴火

図8�．中マチネシリ火砕噴火期1（Nak-1）
の火砕物の露頭写真．

（a）初期火砕物（Nak-1-E）から主要期火
砕物（Nak-1-M）に重なる層序（地点4），
（b）石質岩片に富む火砕流堆積物の重なり
（M 1 〜 M 8 ）（地点6），（c）主要期にお
ける連続的な火砕物層序（とくに火砕流堆積
物と降下軽石スコリア層）（地点5），（d，e）
2回繰り返す火砕流堆積物と降下軽石スコリ
ア層の層序と（e）後期火砕物（Nak-1-L）（地
点7）。bとcの赤矢印は人物。

図9．中マチネシリ火砕噴火期1（Nak-1）の火口近傍における火砕物の露頭写真.

（a）2回繰り返す火砕流堆積物と降下軽石スコリア層の層序と最上位（Nak-1-L）
の火砕流堆積物（地点8），（b）火砕流堆積物と降下軽石スコリア層（地点8）
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は，玄武岩質安山岩マグマ（スコリア）が繰り
返し上昇し（連続噴火の後半では，軽石となっ
たデイサイトマグマの関与が増えていく），初
期噴火ステージに噴出した溶岩を破壊すると同
時に，それらの破片を伴って本質スコリアやア
グルチネート破片を含む火砕流として流下し
た。この溶岩破砕を伴う火砕流噴火は，東麓の
雌阿寒川，ピリカネップ白水川沿いにのみ流下
したので，噴出源は中マチネシリ火口の東寄り
だったと推定される（図10）。
　続いて軽石・スコリア破片が共存する火砕流
（M 9 ），プリニー式噴火の降下軽石・スコリ
ア（M10），そして再び火砕流（M11），降下軽
石・スコリア（M12）の噴火が続いた（図7）。M 9 とＭ11の火砕流は中マチネシリ火口から四方の谷沿い
に流下して山麓に堆積した。M 9 以降の噴火ではデイサイトマグマと玄武岩質安山岩マグマの混合が必ず起
こって噴火に至る（Wada, 1995）。溶岩破片に富む火砕流M 8 の噴火後，時間を隔てずにデイサイトマグマ
溜りの供給系に活動場所が移動したと考えられる。すなわち中マチネシリ火口の中央部がM 9 以降の火砕流
噴火の噴出源であったと考えられる（図10）。
　M 9 からM12の噴火は，火砕流噴火からプリニー式噴火へと噴火推移のサイクルが認められる。これは，
見かけ上発泡度が高まっていく噴火経緯であり，爆発的火砕噴火で多くの事例があるプリニー式噴火から火
砕流噴火，そして溶岩噴火に至る噴火推移過程とは異なる。同じ一つの噴煙柱を使ったプリニー式噴火と火
砕流噴火の同時性の噴火機構モデルではこの整然と重なる堆積物層序（図7）が説明できない。ここでは，
プリニー式噴火と火砕流噴火では火道の位置が異なり，異なる噴煙柱をそれぞれ断続的に形成したモデルを
提示する。すなわちM 9 とM11の噴火では中マチネシリ火口の中央部が火道になったこと（図7，図10），
プリニー式噴火では中マチネシリ火口の南東域が火道になったこと（図7，図10）が考えられる。
　後期（Nak-1-L）では短い時間間隙を何度も挟んで爆発的な噴火は続き，軽石に富む火砕流やスコリアに
富む火砕流が噴出した。後期後半になるほど休止期が長くなっていく。

3−2−3．中マチネシリ火砕噴火期2（Nak-2，10000年前）

　約10000年前にも中マチネシリ火
口 か ら ス コ リ ア（14 ％）・ 軽 石
（34％）・縞状軽石（13％）を多量
に含む火砕流が流出し，南西の螺

ら

湾
わん

川沿いに堆積した（螺湾火砕流堆積
物；Nak-2，和田ほか，2018b）。露
頭観察（地点10，図1）では2つの
フローユニットが認められ，下部ユ
ニットは石質岩片が多く含まれ，上
部ユニットの表層部は軽石濃集層が
みられ，脱ガスパイプが発達する。
この火砕流堆積物は含まれる本質破

図11�．螺湾火砕流堆積物（Nak-2）の露頭写真と推定火口の位置

（a）火砕流堆積物中の巨大な本質縞状火山岩塊，（b）山体崩壊壁内部
に想定されるNak-2の火口位置

図10�．主要期（Nak-1-M11）火砕噴火推移における推定火口
の位置と噴出物分布
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片のサイズが非常に大きい特徴があり，それらの多くが不均質である（図11a）。
　この時期に南西側の一方向（螺湾川）だけに火砕流が指向的に堆積したのは，中マチネシリ火口の南にあっ
た外輪山が山体崩壊を起こしたことにより中マチネシリ火口が南に開いたことが大きな要因だったと推測さ
れる（図1，図6，図11b）。またNak-2のスコリアの化学組成はNak-1のそれと異なること（和田ほか，
2018b），流紋岩質の軽石も存在することから，Nak-2の噴火では，静穏期（約2000年）の間にNak-1とは異
なるマグマ供給系に変化したため，火道が南に移動した可能性が大きい（和田ほか，2019）。

3−2−4．中マチネシリ火砕噴火期3（Nak-3，7400〜6300年前）

　約2500年間の静穏期を経て中マチネシリ火口が再び活発化して小規模な噴火活動がおこり，主に茂
も

足
あしょろ

寄川
に火砕流や泥流が流出した（和田ほか，1997）。14Ｃ年代データから約7400年前から6300年前の時期と推定
される（表2，図6）。茂足寄川で観察される泥流堆積物（地点11，図1）には，空隙が多く変質の著し
い堆積物が見つかっていることから，この泥流は小規模な岩屑なだれを伴った可能性がある（砂防・地す
べり技術センター報告書，1997）。中マチネシリ火口の南西部で噴火活動が起こって火口南西壁が崩壊し
たことで，火砕流や火砕サージ，泥流が南西側に流出して茂足寄川沿いに流下したと考えられる（図4，
図6）。

3−3．ステージⅢ（ポンマチネシリ火山体の形成）

　ステージⅢでは，約6500年前以降，中マチネシリ火口の南西方に西山・ポンマチネシリ・北山が活動し，
溶岩を主体とするポンマチネシリ火山体が形成された。

3−3−1．西山

　西山は中マチネシリ火口の南
西外壁に成長した小型の玄武岩
質単成火山である（図1，図3）
（和田，1991）。西山の噴出物
は，中マチネシリ火山体の溶岩
（ステージⅠ）及び中マチネシ
リ火口火砕堆積物（ステージ�
Ⅱ）を覆っている（図５d，図
12a）。西山の下部層は降下スコ
リア層（火砕流堆積物を含む：
5層）が厚く累重し，スコリア
丘を形成していた可能性が大き
い（図12b）。上部には玄武岩溶
岩が4枚介在し，強く溶結した
火砕岩も存在する（図12b）。こ
れらは風化層を挟んでいないの
で連続した一輪廻の噴出物であ
る。

番号 試料No. 14C年代
暦年

14C年代

平均値
試料 　試料採取地点

測定

業者
文献 層準

1 UG-931022L 2260±120 y.BP 2276 cal.y.BP 木片 雌阿寒岳北麓林道 Gak 2 3

2 2016901-5D 2390±. 30 y.BP 2418 cal.y.BP 炭化木片 雌阿寒岳東麓 IAA 1 3

3 TU-1-8 2710±370 y.BP 2815 cal.y.BP 炭質物 阿寒湖畔トレンチTU-1 Gak 2 3

4 U950901-8-3 2750±190 y.BP 2855 cal.y.BP 炭質物 雌阿寒岳北麓林道， Gak 2 3

5 200991401B2 2760±  30 y.BP 2865 cal.y.BP 炭化木片 ピリカネップ白水川林道 IAA 1 3

6 2016901-4 2790±  30 y.BP 2900 cal.y.BP 腐植土 雌阿寒岳東麓 IAA 1 3

7 92718A2 3020±100 y.BP 3209 cal.y.BP 腐植土 フレベツ岳北麓林道 Gak 2 3

8 0992902-S 3360±  30 y.BP 3623 cal.y.BP 炭質物 雌阿寒川沿い IAA 1 3

9 TU-2-2 3380±  60 y.BP 3625 cal.y.BP 腐植土 ウグイ川トレンチTU-2 Beta 2 4

10 MSP15-1 4660±  80 y.BP 5395 cal.y.BP 木片 野中温泉YH裏 Beta 2 1

11 T950907-M 4750±  90 y.BP 5475 cal.y.BP 木片 ウグイ川国道上流 Gak 2 1

12 BU-224 4760±  80 y.BP 5485 cal.y.BP 腐植土 阿寒湖畔ボーリングBU-2 Beta 2 1

13 TM-1-3-2 4950±  60 y.BP 5685 cal.y.BP 木片 雌阿寒温泉トレンチTM-1 Beta 2 1

14 BU-216 5000±  60 y.BP 5740 cal.y.BP 腐植土 阿寒湖畔ボーリングBU-2 Beta 2 2

15 TM-1-3-2 5290±110 y.BP 6072 cal.y.BP 木片 雌阿寒温泉トレンチTM-1 Gak 2 1

16 U-101402-4 5650±120 y.BP 6428 cal.y.BP 腐植土 ウグイ川国道下流 Gak 2 2

17 TM-1-16 5930±240 y.BP 6756 cal.y.BP 腐植土 雌阿寒温泉トレンチTM-1 Gak 2 2

表3．ポンマチネシリ火山体形成期の14Ｃ年代データ

暦年14Ｃ年代はIntel13による 2σ範囲の平均値を示す。文献2による測定データは
較正年代早見表に基づいた。測定業者；IAA：加速器分析研究所，Beta：Beta 
Analytic，Gak：学習院大学理学部年代測定室。文献：1：本研究，2：砂防・地
すべり研究センター（1997）。層準：1：Pon-M，ポンマチネシリ泥流堆積物，2：
Pon-M，ポンマチネシリ火砕堆積物，3：Pon-A，ポンマチネシリ火山灰，4：
Pon-A，ポンマチネシリ泥流堆積物。
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　西山の東から
南側山体は北山
溶 岩（ 図12a），
ポンマチネシリ
の溶岩・火砕物
（ 図12b，c） に
覆われているた
め，西山はポン
マチネシリ火山
体の初期を構成
する山体である。
西山は中マチネ
シリ火砕噴火期
3（Nak-3） の
堆積物に覆われ
ていないため，
約6500年 前 以 降
に活動したと推
測できる（表1，
図6）。

3−3−2．ポンマチネシリ

　ポンマチネシリは安山岩・デイサイトの溶岩及び溶結火砕岩・降下火砕物からなり，雌阿寒岳の主部を構
成する。西方に分布する7枚の溶岩は溶岩じわや末端崖地形が明瞭で山麓および中腹まで流下した。山頂部
には溶岩ドームおよび溶結火砕岩が赤沼火口の断面や火口北斜面に厚く露出するのが観察される。北東には
中マチネシリ火口内に流入した溶岩（先端部は爆裂火口の形成で破壊されている；図1）が存在する。また
阿寒富士の溶岩に大部分覆われているが，南西麓のオンネトー湯の滝に厚い安山岩溶岩の末端が露出する（図
4，湯の滝溶岩；和田・勝井，1999）。
　ポンマチネシリは溶岩噴火が優勢であったが，火砕サージ層や降下火山灰層，泥流堆積物が山麓で観察さ
れることから爆発的な噴火も起こった。14Ｃ年代データ（表3）から，その活動時期は約6400年前〜5400年
前（Pon-Mと呼ぶ）と約3600年前〜2400年前（Pon-Aと呼ぶ）であった（図6）。噴出中心は現在のポンマ
チネシリ火口の位置と変わらなかったであろう。西山腹に分布するポンマチネシリ溶岩は爆発角礫岩を覆う
ことがある（図12c）。この火砕物がPon-Mの時期に相当すると考えると，ポンマチネシリ溶岩はPon-Mよ
り若く，約5500年前以降に噴出した可能性がある。Pon-Aの時期には東山麓と北山麓に降下火山灰を堆積さ
せた。広域火山灰のTa-c2火山灰層（2.5cal.BP，徳井，1988；古川・七山，2006など）がこれらの上位に介
在する。また西山の北斜面上に堆積する降下軽石層はPon-Aの時期に噴出したと考えられる。

3−3−3．北山

　北山は西山と中マチネシリ火口の間から噴出した1枚の安山岩溶岩で独立した山体を構成する（図1）。
雌阿寒岳で分布面積が最も大きい溶岩である（溶岩の噴出体積は約0.12km3）。先端が舌状に拡がり，溶岩じ

図12．ステージⅢの露頭写真．

（a）北山溶岩に覆われる西山溶岩・火砕物，さらにステージⅡの中マチネシリ火砕物を覆
う（地点12），（b）西山の内部断面，降下スコリア層と溶岩（地点13），（c）西山溶岩・火
砕物を覆うポンマチネシリ溶岩とその下位の爆発角礫岩（地点14），（d）ポンマチネシリ溶
岩を覆う阿寒富士溶岩（地点15）
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わや溶岩堤防地形がきわめて明瞭であり，ポンマチネシリ火山体を構成する溶岩で最も新しい可能性がある
（図4，図6）。 

3−4．ステージⅣ（阿寒富士火山体の形成と最近1000年の噴火）

3−4−1．阿寒富士形成期（約2100年前〜1100年前）

　円錐形の山体（径1.4km×1.6km，
比高0.5km）と南麓に溶岩が広く
分布する阿寒富士は玄武岩溶岩が
多数噴出しただけでなく，準プリ
ニー式噴火も多数回おこり，計17
枚の降下スコリア層（Akf-S：
Akf-1〜 Akf-17）を広範囲に堆
積させた（池上・和田，1994；佐
藤・ 和 田，2017）。 こ のAkf-S最
下位層（Akf-1）直下の腐植土の
14Ｃ暦年代（平均値）が2097年前
（ 表 4 のNo.24， 佐 藤・ 和 田，
2017）を示すことから，阿寒富士
の噴火活動の始まりは約2100年前
に設定できる。降下スコリア層
（Akf-S）の等層厚線分布から
Akf-Sの噴出体積（V）は0.34km3

と見積もられる（佐藤・和田，
2017）。
　本稿では，主に南西に流下して
螺湾川に達した溶岩を螺湾溶岩，
南南西のコイポクショコツ川に達
した溶岩をコイポクショコツ溶
岩，南のコイカタショロ川に達し
た溶岩をコイカタショロ溶岩1，
その上位ユニットの溶岩をコイカタショロ溶岩2と呼ぶ（図4）。円錐形山体の内部及び近傍に分布する溶
岩（図12d）を本体溶岩と呼ぶ。
　斑晶に直方輝石を含むコイポクショコツ溶岩（タイプ2玄武岩；和田，1989a）は，溶岩直下に炭化木や
木片を含む泥流堆積物を覆っており（地点16，図1），この14Ｃ暦年代（平均値）は約1700年前（表4）の噴
出年代を示し，阿寒富士の噴火史では比較的初期であったと考えられる。他の溶岩の噴出年代は不明である。
　17枚の降下スコリア層では，北東方向に分布軸をもつAkf-2，3層（V＝0.1km3）と南東〜南方向に分布軸
をもつAkf-15，16層（V＝0.08km3）の噴火規模が大きい（佐藤・和田，2017）。Akf-2，3層は14Ｃ暦年代（平
均値）が1480年前（表4のNo.19，20；佐藤・和田，2017）を示す。約1000年間の阿寒富士の噴火史で
Akf-S（17層）の噴火間隔を単純に平均すると60年になる。最上位のAkf-17層の噴火年代が約1100年前に近
いとすると，その下位のAkf-15，16層は約1220〜1160年前の時期になることが想定される。この仮定から

番号 試料No. 14C年代
暦年

14C年代

平均値
試料 　試料採取地点

測定

業者
文献 層準

1 PN-6-4   310± 40 y.BP   387 cal.y.BP 泥炭 野中温泉YH裏 Beta 2 6

2 18ME9   380± 20 y.BP   413 cal.y.BP 土壌 雌阿寒川作業道トレンチ，18ME9 IAA 6 9
3 TM-2-2   410± 60 y.BP   458 cal.y.BP 木片 雌阿寒温泉トレンチ，TM-2 Beta 2 6
4 PP-7-5B   420± 40 y.BP   466 cal.y.BP 泥炭 フレベツ岳南麓湿原 Beta 2 7
5 TM-2-4   440± 60 y.BP   482 cal.y.BP 木片 雌阿寒温泉トレンチ，TM-2 Beta 2 6
6 PP-7-9C   650± 50 y.BP   625 cal.y.BP 泥炭 フレベツ岳南麓湿原 Beta 2 7
7 18ME7   670± 20 y.BP   652 cal.y.BP 土壌 雌阿寒川作業道トレンチ，18ME7 IAA 6 8
8 18ME9   710± 20 y.BP   665 cal.y.BP 土壌 雌阿寒川作業道トレンチ，18ME9 IAA 6 8
9 PP-7-12B   750± 50 y.BP   683 cal.y.BP 泥炭 フレベツ岳南麓湿原 Beta 2 7
10 TM-3-7-2   760± 70 y.BP   689 cal.y.BP 木片 雌阿寒温泉トレンチ，TM-3 Beta 2 6
11 PN-6-16   900± 50 y.BP   830 cal.y.BP 泥炭 野中温泉YH脇の段差 Beta 2 5
12 PN-6-20   920± 40 y.BP   845 cal.y.BP 泥炭 野中温泉YH脇の段差 Beta 2 5
13 19ME5   950± 20 y.BP   842 cal.y.BP 土壌 雌阿寒川作業道トレンチ，19ME5 IAA 6 4
14 TM-3-7-3 1140±100 y.BP 1056 cal.y.BP 樹皮 雌阿寒温泉トレンチ，TM-3 Gak 2 3
15 18ME1 1030± 20 y.BP   939 cal.y.BP 土壌 1042m峰南の雌阿寒岳登山道トレンチ，18ME1 IAA 6 2
16 18ME1 1430± 20 y.BP 1325 cal.y.BP 土壌 1042m峰南の雌阿寒岳登山道トレンチ，18ME1 IAA 6 22

17 TU-1-11-3 1530± 80 y.BP 1417 cal.y.BP 炭化木 阿寒湖畔トレンチTU-1 Gak 2 22

18 ES-1-7 1550± 50 y.BP 1435 cal.y.BP 植物遺体 阿寒湖北東湿地 Beta 2 2
19 201091001A 1590± 30 y.BP 1478 cal.y.BP 炭化木片 北東麓林道 Beta 5 2
20 2010101703C 1600± 30 y.BP 1483 cal.y.BP 炭化木片 北東麓林道 Beta 5 2
21 92625B-R 1760± 90 y.BP 1682 cal.y.BP 生木 コイポクショコツ溶岩直下の泥流堆積物 Gak 2 11

22 AKF1 1790± 80 y.BP 1718 cal.y.BP 炭化木 コイポクショコツ溶岩直下の泥流堆積物 Gak 4 1
23 試料1 2070± 80 y.BP 2034 cal.y.BP 炭化木片 北東麓林道，降下スコリア Gak 3 2
24 2016902-F 2140± 30 y.BP 2097 cal.y.BP 腐植土 雌阿寒岳東麓 IAA 5 2

表4．阿寒富士及びポンマチネシリ新期噴出物の14Ｃ年代データ

暦年14Ｃ年代はIntel13による 2σ範囲の平均値を示す。文献2〜4による測定デー
タは較正年代早見表に基づいた。測定業者；IAA：加速器分析研究所，Beta：
Beta Analytic，Gak：学習院大学理学部年代測定室。文献：2：砂防・地すべり
研究センター（1997），3：横山ほか（1976），4：池上・和田（1994），5：佐藤・
和田（2017），6：南ほか（2021）。層準：1：阿寒富士溶岩，2：Akf-S，阿寒
富士テフラ，3：Pon-S 泥流堆積物，4：Pon-S（Pon-1：火山礫火山灰，南ほか
2021），5：Pon-T（Ｌ）降下火砕物，6：Pon-T（U）泥流堆積物，7：Pon-T（Ｕ）
降下火砕物，8：Pon-T（Ｕ）（Pon-2：火山礫火山灰，南ほか2021），9：Pon-T
（Ｕ）（Pon-3：火山礫火山灰，南ほか2021）。
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考えると，Akf-15，16層に覆われているコイカタショロ溶岩1と2は少なくとも約1250年前より古い。
　北東から南東に広く分布する最上位層Akf-17は，上位の土壌中に介在する白頭山噴火の火山灰（B-Tm；
1090±50y.BP，1000cal.y.BP；本研究室保存データ）及び摩周火山噴火の火山灰（Ma-b；980±50y.BP，
890cal.y.BP；本研究室保存データ）に覆われる（佐藤・和田，2017；和田ほか，2018a；南ほか，2021）。す
なわち阿寒富士の噴火活動の終わりは約1100〜1000年前であっただろう。

3−4−2．ポンマチネシリ降下スコリア（Pon-S）（約900年前，AD1050年）

　ポンマチネシリ火口の旧火口近傍では，Akf-S層を覆って玄武岩質安山岩のポンマチネシリ降下スコリア
層（Pon-S）が厚く堆積する（図13）。南ほか（2021）は遠方域の東山麓で，Ma-bやB-Tmが介在している
Pon-S相当（Pon-1）の火山礫火山灰層（Da）を見出した。このDa層直下の土壌の14Ｃ年代は950±20y.BP（918
〜793 cal.y.BP）である（表4，南ほか，2021）。これらの事実からPon-Sの噴出年代は14Ｃ暦年代で850〜
900年前でおよそAD1050年と推定できる。
　Pon-S層は旧火
口壁の北側から南
東壁に厚く成層し
ている（図13a）。
厚 さ は 急 減 す る
が，旧火口中心か
ら北北西・南南西
では0.6km，南東
には1.4kmの距離
でポンマチネシリ
山体を広く覆って
堆積している（図
13b）。 旧 火 口 壁
で はPon-SはS-1
層からS-9層のユ
ニットに分けられ
る（図13a）。S-1
は凝灰角礫岩で南東のガリーの露頭では火砕流堆積物になっている（図13b）。S-2（火砕サージ，二次堆積
物），S-4（火山礫砕屑物，二次堆積物），S-7（火山礫砕屑物，二次堆積物）は短い時間間隙を示す層である。

3−4−3．ポンマチネシリ最新期噴出物（Pon-T）と最近900年間の噴火活動

　ポンマチネシリ火口壁では，Pon-S層を覆って火山礫火砕物，爆発角礫岩，火山灰，二次堆積物が成層し
ている（図13a）。これらの堆積物を一括してポンマチネシリ新期火砕堆積物（Pon-T）と呼ぶ（和田ほか，
2018a）。山腹や山麓での多数点のピット調査の結果，Pon-Tは29枚の火山灰層を含む（和田ほか，1997；砂
防・地すべり技術センター報告書，1997）。これらと14Ｃ年代データ（表4）から，Pon-Tは，Pon-T（L）
（900cal.BP 〜700cal.BP），Pon-T（U）（700cal.BP 〜350cal.BP），Pon-T（N）（AD1600〜現在）の3つの
噴出時期に区分できる。Pon-T（U）では，類質スコリア破片・火山礫を含む火山灰（Po-20）直下の泥炭
の14Ｃ年代が683cal.BP（平均値，表4）を示し，この時期の噴火によって旧火口が拡大したと考えられる。

図13．ステージⅣの露頭写真．

（a）旧火口北壁に露出するポンマチネシリ降下スコリア層（Pon-S）と上位のポンマチ
ネシリ最新期噴出物（Pon-T）（地点17），（b）阿寒富士降下スコリア最上位層（Akf-S-17）
を覆うポンマチネシリ降下スコリア層（Pon-S）（地点18）
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南ほか（2021）ではDa層（Pon-Sに対比）の上位の火山礫火山灰層（Db，Pon-2）の等層厚線分布の噴出
源が旧火口に収斂することを述べており，その噴出年代を680〜573cal.BPとしていて，本研究で示した層序
及び年代とほぼ一致する。Po-20火山灰の上位には安山岩質岩片・火山礫を含む火山灰（Po-14）があり，
この直下の泥炭の14Ｃ年代が466cal.BP（平均値，表4）を示す。この時期の爆発的噴火によって赤沼火口が
形成されたと考えられる。南ほか（2021）では変質岩片を多く含む火山礫火山灰層（Dc, Pon-3）の噴出源
が赤沼火口で直下の土壌から499〜431cal.BPの年代を得ている。以上，現在の旧火口及び赤沼火口の形成は，
それぞれ約AD1250-1300年，AD1500年ごろと推定される。
　広域火山灰のKo-c2（1694年），Ta-a（1739年），Ko-c1（1856年）火山灰が雌阿寒岳に堆積した時期
（Pon-T（N））には1層の火山灰（Po-11）のみが認められる。しかし1856年以降，有史以来最初の1955年
噴火までの約100年の間に，山腹の一部にしか堆積物を残さない小規模な水蒸気爆発は10回発生した（Pon-T
（N）；Po-1〜10）（和田ほか，1997）。

4．雌阿寒岳の噴火史のまとめ

　雌阿寒岳は，ステージⅠの時期に1042m峰（安山岩溶岩）と南岳（主に玄武岩質安山岩溶岩），東岳（主
に安山岩溶岩）が形成された後，東岳の南西に中マチネシリ火山体が生じた。中マチネシリ火山体は安山岩
とデイサイトの多数の溶岩を噴出し，山体主部や北麓，南麓にも流下し，火山体を大きく成長させた。
　ステージⅡでは中マチネシリ火口が形成され，約14000年前から6300年前までそこで火砕噴火が行われた。
噴火史のクライマックスとも形容すべき連続的な火砕流やプリニー式噴火が14000年前に起こった。最盛期
の噴火は発泡の悪い岩片から発泡の良い岩片を含む火砕流，そしてプリニー式降下軽石・スコリア，軽石・
スコリアを含む火砕流，サブプリニー式噴火，火砕流への連続的噴火であった。この噴火推移は非常に特異
なものである。例えば浅間火山の天仁・天明噴火に見られるように，規模の大きな火砕噴火では，プリニー
式降下軽石から火砕流そして最後に溶岩が噴出するように，発泡の良い噴出物から緻密な溶岩噴火の順に一
連の活動が終了する例が多いからである（山崎，1959）。本稿では，プリニー式噴火と火砕流噴火では火道
の位置が異なり，異なる噴煙柱をそれぞれ断続的に形成したモデルを示した。全方位型の火砕流噴火では中
マチネシリ火口の中央部が火道になったが，プリニー式噴火では中マチネシリ火口の南東域が火道になって
いたと推定した。
　ステージⅢ（約6500〜2400年前）では，噴火活動は南西に移動して，玄武岩で構成される西山が最初に形
成し，その後西山の南に安山岩〜デイサイト溶岩を噴出したポンマチネシリが成長した。後期（約3600年〜
2400年前）には火砕噴火が起こったが，ポンマチネシリ山頂部の北から北山溶岩が噴出した。西山と北山は，
噴出源の位置はポンマチネシリと異なるが，噴火活動の時期や全体の山体構成が一まとまりにできるため，
本稿ではポンマチネシリ火山体に含めた。
　ステージⅣでは，ポンマチネシリの南に噴火活動は移動し，玄武岩マグマの噴火によって阿寒富士火山体
が形成された（約2100〜1100年前）。準プリニー式噴火が主体の降下スコリアが17層堆積し，約1480年前
（Akf-2，3）と約1200年前（Akf-15，16）に比較的規模の大きな噴火が起こった。阿寒富士玄武岩溶岩は
主に南西麓と南麓に流下した。
　その後900年前には再びポンマチネシリ火口に噴火活動は移り，旧火口で新たに玄武岩質安山岩マグマの
火砕噴火が起こった（Pon-S）。約AD1050年以後，雌阿寒岳では長期的には明瞭なマグマ噴火がない静穏期
にあたる。ただし，ポンマチネシリ旧火口はAD1250-1300年に拡大し，約AD1500年には赤沼火口が新たに
形成され，山麓に火山灰が堆積するとともに泥流も発生した。この時期（Pon-T）の総噴出量は0.01km3以
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下であるが，ほとんどが既存の山体を構成していた破片の火山噴出物であり，新しいマグマに由来する本質
物質は微量である。
　雌阿寒岳では噴火活動史を通じて，6つの火山体（8つの主たる火道-火口系）が形成されたが，噴出中
心は，北東-南西の1042m峰-東岳-南岳の火山配列から，同じ北東-南西の中マチネシリ-ポンマチネシリ-阿
寒富士の火山配列へと西方に移動した。このように雌阿寒岳は，8つの火道が異なる位置に配置されている
火道不安定型（高橋，1994）の成層火山で，特にステージⅡ以降はこまめに噴火中心が移動した。
　中マチネシリ火口は14000年間に渡ってマグマ供給系を維持し続けていると思われ，潜在的には爆発的火
砕噴火の可能性を残している。ポンマチネシリ火口は近年の噴火を起こしている場所で900年前以降新たな
マグマ供給系を作っており，噴火の準備段階にあると言える。
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